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事業類型

疾病のの早期発見、早期治療を目指す
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事業番号

成人保健健康診査事業

185

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

健康福祉部　

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

名称：

健康増進法

4 1

10‐1

地域住民組織

総合計画
分野別計

画

予算区分 1 1

保健福祉

根拠法令・個別計画

地域医療

4

市が直接実施・運営

さわやか健診・すこやかドック(平成19年度まで)、肝炎ウイルス検診、前立腺がん検診、
子宮がん施設検診、胸部Ｘ線健診・胃がん大腸がん検診(平成20年から)→医師会の契
約医療機関で個別検診実施
胃がん、大腸がん、子宮がん、肺がん、骨粗しょう検診→保健センター、各市民センター
で集団検診実施
集団検診は、毎月広報等で周知して、募集し、検診票を送付していた。各医療機関で実
施した検診の検診票の点検及び結果把握、検診料の支払事務をした。
受診者数を増加させるために初回受診者を増やすことが大切であるため、チラシを医療
機関の窓口に設置した。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

成人保健健康診査、がん検診等を受けることにより、がん、生活習慣病の早期発見、早
期治療を図り、健康にすごせる。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

一部又は全部委託

実施・運営
方法

検診受診料(検診委託料の約3割)

従事者数

人件費

従事者数

0.25

00

0.000.00

1,3411,341

費
用

0

直接経費 158,963

費用合計

0.25

人件費
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目標

実績
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実績
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実績

H21

回

回

回

判　　　定

14 14

H22

H23H22

14

25

25

H23

14

3,200 4,200

25

25 25

H21

3,745

14

業
　
　
　
　
績

人
成
果
指
標

胃がん・大腸がん・乳がん検診受
診者数

活
動
指
標

活動指標名

胃がん検診回数

乳がん検診回数

事業目的の
達成状況

がん検診の回数、受診者数について目標どおりに実施できた。

3,000

3,822

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

平成21年度から特定の年齢に達した女性に対して女性特有のがん検診が無料で受診
できるクーポン券を配布し、受診者の増加とともに初回受診者も増加した。平成23年度
は特定の年齢に達した男女に対して無料大腸がん検診を実施し、また、初回受診者が
増えるよう個別通知した。

がんの早期発見のため、初回受診者数≪ここで記載の初回受診者数は、成果指標の
受診者数に含まれている。≫を増加させる必要がある。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響
がんの発見が遅れ、死亡数が増加する。

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)
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